
 改めまして、10 月 28 日㈫に行いました
運動会には御理解と御協力を賜りましたこ
とに深く感謝を申し上げます。  
 さて、代休であった 10 月 27 日㈪、私は
自宅で、久しぶりに「徹子の部屋」（テレビ
朝日系列）を観ておりました。鈴木俊貴と
いう方が出演していました。探検家のよう
な出で立ちが私の興味を引きました。「シジ
ュウカラ」という鳥の研究をされている学
者ということが分かりました。  
 

鈴木俊貴先生と「シジュウカラ」  
 番組が終わった後すぐに、私は書店に駆
けこんで鈴木先生の書籍を購入しました。
平積みになっており、すでに著名な学者で
あることが分かると同時に、今まで先生を
認識していなかった自分を恥じました。  
 鈴木先生は、学生時代から長野県軽井沢
にこもって主にシジュウカラの観察をし、
今でも続けているそうです。数か月も観察
を続けたはいいが、先生の食料のほとんど
が尽き、最後は米だけでしのいだ話からも、
一つのことを探究する厳しさとそこに挑戦
するすごさを感じました。 
 当然鳥はさえずるわけですが、そのさえ
ずりには意味があり、人間と同様に言葉を
もっているのではないか、ということを鈴
木先生は研究されています。先生が作った
巣箱でかえったシジュウカラのヒナは、親
鳥のさえずりによって自ら身を守るそうで
す。天敵の鳥が近くにやってくると親鳥は
「ピーツピ」と鳴き、これを聞いたヒナは、
それまでエサが欲しくて「ピピピ」と鳴い
ていたのをやめて巣の中で身をかがめます。
ちなみに、ヘビが来ると「ジャージャー」
と鳴き、ヒナが飛び立てる準備ができてい
るときには、巣から一気に出ていくそうで
す。ちなみに、シジュウカラは「ジャージ
ャー」という鳴き声がすると「ヘビ」が来
ることを分かっていることも鈴木先生は明
らかにしています。 
 さらに、「ピーツキ」は「危険」を、「ヂヂ
ヂヂ」は「集合」をそれぞれ表すそうです
が、「危険だからみんな集まれ！」を知らせ
るために、シジュウカラは「ピーツキ  ヂ
ヂヂヂ」と鳴くそうです。人工的に作った
「ヂヂヂヂ ピーツキ」を聞かせても、シ
ジュウカラは反応をしないのだそうです。
鈴木先生は、このことから、シジュウカラ
は文を作れる、とまとめられています。  
 

鈴木俊貴先生の幼少期 
 徹子の部屋では、上記のことと結び付く
と思われる幼少時代を鈴木先生は話されて
います。例えば、図鑑にはカブトムシは「最

強だからどんな虫にも負けない」と書かれ
ていたが、目の前でカブトムシがコガネグ
モに食べられたことを見てお母様に報告し
たそうです。さて、皆さんなら子供たちか
らこう報告があったら、どう返答されます
か。お母様の返答は「図鑑の方を書き換え
なさい」だったそうです。鈴木先生の頭に
は以後その言葉が残り続け、「これまでの学
問を書き換えちゃっていいんだ、というこ
とを今やっている」とおっしゃいました。
また、鈴木先生が興味をもつきっかけにな
った一つに、「転居」があるそうです。山の
方に引っ越し、お父様は往復５時間の通勤
をしたのだそうです。鈴木先生は、このこ
とが生き物の観察に興味をもつきっかけに
なった、とおっしゃっています。  
 その後、観察を長期間続けながら行った
研究は、「動物言語学」という新しい学問に
なりました。2022 年に開かれた「国際行動
生態学会」で、鈴木先生は次のようにおっ
しゃっています。「動物たちの豊かな言葉の
世界を共に解き明かそうではないか！」  
 鈴木先生はこうもおっしゃっています。
「僕の大好きな生き物の観察がそのまま学   
問になっている。百年前に生まれたら“遊
び”と言われていたかもしれないが、今で
は“学問”なのである。学者になれば、一生
好きな動物の観察をして過ごしていけるか
もしれない。この時代に生まれてよかった」。 
  

諏訪っ子のこれからと私たち  
このお言葉を読みながら、ふと本校の子

供たちの未来について考えていました。関
わっている大人として、私共は何ができる
のだろか、などと。 
 「徹子の部屋」の最後に、鈴木先生が飼
われている犬の「くーちゃん」の紹介があ
りました。写真には、くーちゃんと、横に
かがむ鈴木先生の姿がありました。「くーち
ゃんからは世界がどう見えるのだろうか」
と、「同じ目線になって」観察を続け、犬に
ついても研究をしているそうです。  
 長くなってすみませんでした。  
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yahoo!ニュース 10 月 28 日付 

シジュウカラの言葉－あるテレビ番組が伝えてくれた「新しい学問」から  

校長 齋藤幸之介  

諏訪小だより 
令和７年１０月３１日 
  多摩市立諏訪小学校 
  校長 齋藤 幸之介 

１１月号 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「運動会」  

先日は御多用の中、本校の運動会を御参観いた

だきまして、誠にありがとうございました。  

今年は雨天により２度の延期となりましたが、

表現運動や短距離走、団体競技ではどの学年の子

供たちも一生懸命取り組みました。全校競技の大

玉送りは、学年の垣根を越えて協力をする姿が素

晴らしかったです。また、高学年は上級生として

の自覚をもって係ごとの準備を行い、運営を支え

ていました。  

PTA 本部の皆様をはじめ、多くの保護者の方

に御理解と御協力をいただきましたことに、心か

ら感謝申し上げます。  

運動会実行委員長  

「３年 スーパーマーケット見学」  
 3 年生は 10 月 10 日（金）に社会科「わたした

ちのまちのしごと  商店の仕事」でグルメシティ多

摩店の見学に行きました。  

 スーパーマーケットで働く人たちは、多くのお客

さんに来てもらうためにどのような工夫をしてい

るのか、という問いをもって見学をしました。当日

は売り場での工夫を探したり、バックルームを見学

したりしました。見学の中でお客さんに喜んでもら

える工夫、安心して買える工夫、便利に思ってもら

える工夫などを見付けることができました。  

 これからも実際に経験することで社会科の学習

を深める活動をしていきます。  

第３学年担任   

「永山フェスティバル」  

諏訪小学校ブラスバンド部は、４月に２６名の新

入部員を迎え、総勢５９名で活動しています。「響

け！輝け！諏訪ハーモニー」を目標に、音の重なり

を意識して日々練習に励んでいます。６月には校内

で「新人デビュー演奏会」、７月にはたましん

RISURU ホールで行われた「多摩地区小学校管楽器

演奏会」に出演し、練習の成果を発揮しました。  

９月２０日（土）グリナード永山にて行われた「永

山フェスティバル」では、オープニングセレモニー

で演奏しました。運動会の行進で演奏する「大脱走

のマーチ」をはじめ、「ＳＩＮＧ，ＳＩＮＧ，ＳＩＮ

Ｇ」や「銀河鉄道９９９」など、ジャズや歌謡曲と

いった様々な曲に挑戦しました。  

今後とも明るいサウンドをお届けできるよう、活

動してまいります。応援をよろしくお願いします。    

ブラスバンド担当  


